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十
世
南
澤
道
人
猊
下
御
導
師
（
秉
炬

大
導
師
）
の
も
と
、
當
山
法
堂
に
て

厳
修
さ
れ
ま
し
た
。
今
日
ま
で
師
匠

が
長
き
に
渡
り
、
祖
山
安
居
時
代
か

ら
東
京
別
院
安
居
、
ま
た
、
駒
澤
大

学
大
学
院
時
代
、
そ
し
て
、
京
都
府

亀
岡
市
西
光
寺
住
職
就
任
を
経
て
、

白
山
老
師
（
祖
山
元
西
堂
）
御
膝
下

で
の
随
身
参
学
の
御
勝
縁
、
更
に
は

大
本
山
永
平
寺
第
七
十
八
世
宮
崎
奕

保
猊
下
の
も
と
、
祖
山
単
頭
就
任
で

の
佛
道
修
行
の
勝
縁
を
経
て
、
當
山

五
十
五
代
目
の
住
持
と
な
ら
れ
、
そ

の
後
二
十
年
の
長
き
に
渡
り
、
多
く

の
御
法
縁
を
結
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の

時
の
御
法
友
で
あ
ら
れ
る
老
大
宗
師

方
が
、
佛
事
師
各
御
導
師
を
は
じ
め
、

説
教
師
等
全
て
を
御
勤
め
頂
き
ま
し

た
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
当
日
は
、
他

に
も
多
く
の
諸
大
徳
老
師
方
に
御
随

喜
、
御
加
担
を
賜
り
ま
し
た
。
又
、

當
山
檀
信
徒
岡
田
一
則
総
代
長
は
じ

め
、
中
村
利
章
奉
賛
会
長
他
、
僧
俗

四
衆
共
に
本
当
に
沢
山
の
皆
様
に
御

焼
香
を
賜
り
、
こ
の
上
な
き
厳
か
な

る
本
葬
儀
佛
事
法
要
が
圓
成
致
し
ま

し
た
。
法
要
当
日
、
あ
る
檀
家
さ
ん

が
、「
宝
慶
寺
で
出
来
て
本
当
に
良
か

っ
た
」と
、し
み
じ
み
と
お
話
し
下
さ

い
ま
し
た
通
り
、
諸
事
多
難
の
配
慮

が
必
要
と
さ
れ
た
時
節
に
、
宝
慶
五

十
二
世
　
橋
本
慧
光
老
師
の
本
葬
儀

以
来
、
五
十
七
年
ぶ
り
と
な
っ
た
當

山
法
堂
で
の
本
葬
儀
法
要
を
、
お
寺

と
檀
家
、
信
徒
（
奉
賛
会
）
の
皆
様

が
、
佛
神
の
御
加
護
の
も
と
、
一
体

と
な
っ
て
力
を
合
わ
せ
協
力
し
実
現

　
本
年
、
二
月
二
十
一
日
に
遷
化
致

し
ま
し
た
當
山
五
十
五
世
　
眞
海
洋

一
大
和
尚
の
本
葬
儀
が
、
六
月
十
三

日
、
十
四
日
、
大
本
山
永
平
寺
第
八

本師 眞海洋一大和尚
本葬儀圓成の感謝と
ご報告

遺弟　島根県浜田市龍雲寺住職

　野　原　眞　承

さ
せ
て
頂
け
た
誠
に
稀
有
な
る
有
難

い
法
要
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
大
本
山
永
平
寺
南
澤
道
人
猊
下
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
諸
事
諸
縁
御
多

用
の
折
の
中
、
大
慈
大
悲
を
以
て
法

縁
を
重
ん
じ
、
御
来
臨
賜
り
ま
し
た

こ
と
、
遺
弟
一
同
只
只
、
伏
し
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
逮
夜
佛

事
よ
り
二
日
間
に
渡
り
、
諸
佛
事
導

師
並
び
に
説
教
師
等
、
厳
粛
な
る
御

勤
め
の
御
法
縁
を
賜
り
ま
し
た
大
徳

老
師
方
に
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
特
に
、
二
月
の
荼
毘
式
の

時
か
ら
、
直
々
に
大
分
ま
で
御
随
喜

賜
り
、
本
葬
儀
成
就
の
為
、
当
初
か

ら
内
外
諸
事
詳
細
に
至
る
ま
で
御
配

慮
、
御
教
導
賜
り
ま
し
た
祖
山
監
院

小
林
昌
道
老
師
に
は
、
長
期
に
渡
り
、

絶
大
な
御
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
全
国
各
地
か
ら
師
匠
に
深

く
御
法
縁
の
あ
る
方
々
に
御
随
喜
頂

け
る
大
法
要
は
、
大
本
山
永
平
寺
の

御
支
援
な
く
し
て
は
到
底
成
就
す
る

こ
と
は
出
来
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
只

只
、
伏
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
ば
か

り
で
す
。
ま
た
、
も
と
よ
り
、
こ
の

度
の
得
難
い
御
法
縁
は
、
當
山
宝
慶

寺
が
、
道
元
禅
師
様
御
遷
化
の
直
後
、

深
山
幽
谷
に
て
十
八
年
も
の
間
、
独

り
坐
禅
巌
上
に
て
孤
坐
淵
黙
さ
れ
、

生
涯
只
管
打
坐
接
化
徹
底
な
さ
れ
た

寂
圓
禅
師
様
の
開
か
れ
た
道
場
で
あ

れ
ば
こ
そ
、
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、

寂
圓
禅
師
様
の
宏
大
無
辺
で
深
淵
な

る
佛
徳
、
大
安
心
の
智
慧
と
慈
悲
の

光
に
、
今
日
も
深
く
満
た
さ
れ
て
い

る
道
場
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
こ
う
し
た

住　　職　　松原徹心
責任役員　　小林昌道　岡田一則　伊藤武夫
　　　　　　他役員一同
奉賛会会長　中村利章　他役員一同

眼
若
不
睡
、
諸
夢
自
除

　（
眼
も
し
ね
む
ら
ざ
れ
ば
、
諸
夢
、
自

ら
除
か
れ
ん
）（『
信
心
銘
』）

　（
意
）
迷
い
に
お
ち
い
っ
て
い
な
け

れ
ば
、
除
く
べ
き
迷
い
な
ど
は
な
い
。
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時
節
の
中
に
あ
っ
て
も
な
お
、
宝

慶
寺
の
修
行
僧
方
が
、
法
要
当
日

ま
で
毎
日
坐
禅
勤
行
の
行
持
を
欠

か
さ
ず
、
菱
川
昌
裕
知
客
老
師
御

指
導
の
下
、
如
常
に
護
持
さ
れ
、

日
常
の
行
持
そ
の
ま
ま
に
、
静
寂

な
る
本
葬
儀
の
勤
行
が
成
就
な
さ

れ
た
こ
と
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

世
情
は
、自
然
災
害
に
お
い
て
も
、

ま
た
、
戦
争
紛
争
等
人
災
に
お
い

て
も
、
終
息
、
調
和
の
兆
し
は
未

だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
か
つ
て
激
動

の
時
代
を
生
き
ら
れ
た
高
祖
道
元

禅
師
、
御
開
山
寂
圓
禅
師
様
が
御

示
し
な
さ
れ
た
正
傳
の
佛
法
、
大

安
心
の
御
教
え
を
、
実
参
実
究
さ

れ
る
こ
の
宝
慶
寺
道
場
の
如
く
、

御
法
縁
を
頂
く
方
々
と
共
に
、
佛

道
を
日
日
実
践
し
、
お
伝
え
さ
せ

て
頂
く
こ
と
こ
そ
、高
祖
様
、御
開

山
様
、
先
達
た
る
師
匠
へ
の
報
恩

行
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
度
の
大
法
要
に
際

し
、
十
分
な
御
案
内
や
ご
挨
拶
、

礼
状
等
万
時
尽
く
せ
ず
、
非
礼
ば

か
り
あ
り
ま
し
た
我
々
遺
弟
他
、

関
係
者
を
慈
悲
深
く
御
教
導
、
御

法
愛
を
賜
り
ま
し
た
全
て
の
皆
様

に
、
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
国
内
外
の
正
法
興
隆
、

そ
し
て
、
生
き
と
し
生
け
る
一
切

の
存
在
の
平
安
を
切
に
祈
念
申
し

上
げ
、
諸
佛
諸
菩
薩
の
御
加
護
の

も
と
、
圓
成
致
し
ま
し
た
尊
き
佛

縁
へ
の
感
謝
と
、
ご
報
告
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
遺
弟
九
拝

寶
慶
五
十
五
世

眞
海
洋
一
大
和
尚

　
　
　
　
本
葬
儀

　
　
令
和
四
年
　
　
　
　
　

　
　
　
六
月
十
三
日
　
逮
夜

　
　
　
　
　
十
四
日
　
葬
儀

宝
慶
寺
五
十
五
世

　
眞
海
洋
一
大
和
尚

　
　
本
葬
儀
決
算
報
告

収
入

　
一
一
、
七
二
六
、
〇
〇
〇
円

支
出

　
　
八
、
八
二
三
、
七
五
五
円

差
引
額

　
　
二
、
九
〇
二
、
二
四
五
円

　
残
金
は
五
十
五
世
年
回
法
要
等

で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

秉炬　大本山永平寺不老閣猊下

起龕師　新潟県重傳寺住職　石黒英進師鎖龕師　静岡県旭傳院住職　青木淨翁師

多くの方が参列されました

墓石開眼並びに納骨法要（8月30日）

奠茶師　京都府智源寺住職　髙橋信善師

奠湯師　滋賀府正傳寺住職　北野良道師

出　匝



　

　

　

　

　
私
は
福
島

県
、
東
禅
寺

従
弟
、
佐
藤

大
起
と
申
し

ま
す
。
季
節

が
夏
へ
と
移
り
暑
さ
が
増
し
始
め
る

六
月
に
宝
慶
寺
に
転
役
し
て
参
り
ま

し
た
。

　
来
た
ば
か
り
の
頃
、
私
は
自
然
豊

か
な
山
々
に
囲
ま
れ
な
が
ら
生
活
し

て
ゆ
く
事
に
一
抹
の
不
安
を
感
じ
て

お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
々
の
中

で
自
然
の
魅
力
を
学
び
、
不
安
は
興

味
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
僧
堂
前
の

衝
立
に
書
か
れ
た
「
孤
坐
淵
黙
」
の

文
字
は
、
大
自
然
の
中
で
一
人
黙
々

と
坐
禅
を
す
る
御
開
山
寂
円
禅
師
様

を
表
現
し
て
い
ま
す
。
そ
の
言
葉
が

虫
や
鳥
の
さ
え
ず
り
、
小
川
の
せ
せ

ら
ぎ
の
響
を
一
層
意
味
深
い
も
の
に

し
て
く
れ
ま
す
。

　
今
は
夏
真
っ
盛
り
、
境
内
の
雑
草

が
勢
い
を
増
し
て
成
長
し
ま
す
。
宝

慶
寺
の
境
内
は
広
く
、
草
刈
り
機
を

使
用
し
ま
す
。
私
は
、
草
刈
り
機
に

触
れ
る
の
は
初
め
て
で
し
た
。
最
初

は
使
い
慣
れ
な
い
機
械
に
振
り
回
さ

れ
、
効
率
良
く
刈
り
取
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
回
数
を
重
ね
る
毎

に
、
慣
れ
て
ゆ
き
、
大
自
然
の
中
に

　
私
は
、
茨

城
県
、
一
閑

寺
徒
弟
、
中

島
和
京
と
申

し
ま
す
。
寂

円
禅
師
様
が
築
き
上
げ
ら
れ
た
宝
慶
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寺
に
令
和
四
年
六
月
に
永
平
寺
よ
り

転
役
し
て
参
り
ま
し
た
。
現
在
の
宝

慶
寺
は
、
永
平
寺
か
ら
四
名
の
修
行

僧
と
一
名
の
役
寮
さ
ん
、
二
名
の
役

僧
さ
ん
の
七
名
で
修
行
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
永
平
寺
に
上
山
し
て
か
ら

常
々
、
修
行
に
対
す
る
心
構
え
に
つ

い
て
古
参
の
方
か
ら
多
く
の
御
指
摘

を
頂
き
ま
し
た
。

　
永
平
寺
を
出
て
宝
慶
寺
に
到
着
し

た
時
、
周
辺
に
は
見
渡
す
限
り
の
樹

木
と
覆
い
茂
る
草
花
し
か
目
に
映
ら

ず
、
本
当
に
山
の
奥
深
い
所
で
驚
き

ま
し
た
。
玄
関
に
立
つ
と
、
私
を
迎

え
て
く
れ
た
先
転
役
の
方
々
の
気
の

引
き
し
ま
っ
た
顔
つ
き
を
見
て
、
永

平
寺
と
は
ま
た
違
っ
た
緊
張
感
が
あ

り
ま
し
た
。
私
は
、
こ
ん
な
所
で
し

っ
か
り
と
勤
ま
る
の
か
と
い
っ
た
不

安
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。

　
宝
慶
寺
に
入
り
最
初
に
印
象
に
残

っ
た
の
は
、
大
き
な
衝
立
に
書
か
れ

た
「
孤
坐
淵
黙
」
と
い
う
言
葉
で
す
。

こ
の
言
葉
は
、「
大
自
然
の
中
で
一
人

黙
々
と
坐
禅
を
す
る
」
と
い
う
意
味

が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
宝
慶
寺
の
御

開
山
で
あ
る
寂
円
禅
師
様
が
一
生
涯

を
掛
け
て
坐
禅
に
打
ち
込
ま
れ
た
姿

を
、
宝
慶
寺
二
世
の
義
雲
禅
師
様
が

表
現
し
た
言
葉
で
す
。

　
宝
慶
寺
で
は
、
一
日
中
坐
禅
に
打

ち
込
む
「
一
日
摂
心
」
と
い
う
行
持

が
月
に
数
回
行
わ
れ
ま
す
。
私
は
、

こ
の
一
日
摂
心
を
す
ご
く
大
事
に
し

て
い
ま
す
。
こ
の
静
か
な
大
自
然
に

囲
ま
れ
た
中
で
坐
る
坐
禅
は
、
今
ま

で
に
経
験
し
た
こ
と
が
無
く
、
沢
山

　
そ
れ
は
、
宝
慶
寺
は
日
々
の
お
寺

の
行
事
か
ら
境
内
の
整
備
や
調
理
、

護
寺
運
営
に
係
る
事
、
更
に
は
御
朱

印
を
書
く
こ
と
や
お
寺
の
案
内
を
通

じ
て
参
拝
者
や
お
檀
家
様
と
の
関
わ

り
合
い
に
携
わ
れ
る
等
、
総
合
的
な

経
験
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
中
で
も

一
番
興
味
を
持
っ
た
事
は
、
永
平
寺

で
は
三
年
目
以
上
し
か
務
め
ら
れ
な

い
法
要
の
公
務
を
宝
慶
寺
で
は
直
ぐ

に
経
験
で
き
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

分
か
ら
な
い
事
を
直
ぐ
に
聞
け
る
環

境
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
私
は
現
在
、
数
多
く
の
定
め
ら
れ

た
作
法
の
中
で
も
、
永
平
寺
で
最
初

に
教
え
て
い
た
だ
い
た
「
三
進
退
」

と
い
う
作
法
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

三
進
退
と
は
、
挨
拶
を
す
る
時
、
平

常
よ
り
立
ち
歩
く
時
、
坐
禅
や
正
坐

な
ど
坐
っ
て
い
る
時
の
定
め
ら
れ
た

手
の
位
置
、
組
み
方
に
則
っ
た
振
る

舞
い
で
す
。

　
開
祖
道
元
禅
師
様
は
『
正
法
眼
蔵
』

「
現
成
公
案
」の
巻
で
、「
仏
道
を
な
ら

う
と
い
う
は
自
己
を
な
ら
う
な
り
」

と
お
示
し
で
す
。
こ
こ
宝
慶
寺
で
、

一
つ
一
つ
の
行
い
を
定
め
ら
れ
た
作

法
に
修
め
て
い
く
こ
と
で
、
自
分
の

心
が
調
っ
て
い
く
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
宝
慶
寺
は
、
道
元
禅
師
様
の

弟
子
で
あ
る
寂
円
禅
師
様
が
開
か
れ

た
道
場
で
す
。
以
来
脈
々
と
受
け
継

が
れ
て
い
る
仏
法
の
有
難
味
と
、
曹

洞
宗
第
二
の
道
場
で
修
行
で
き
る
喜

び
を
感
じ
な
が
ら
よ
り
一
層
精
進
し

て
い
く
所
存
で
す
。

　
私
は
群
馬

県
、
徳
昌
寺

徒
弟
、
南
波

剣
司
と
申
し

ま
す
。
令
和

四
年
の
春
に
永
平
寺
に
上
山
し
、
七

月
か
ら
宝
慶
寺
へ
の
配
役
を
賜
り
ま

し
た
。

　
宝
慶
寺
へ
の
転
役
を
告
げ
ら
れ
た

時
は
、
永
平
寺
か
ら
離
れ
る
と
い
う

事
も
あ
り
、
不
安
で
一
杯
で
し
た
。

し
か
し
、
今
で
は
宝
慶
寺
の
配
役
を

頂
け
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
良
縁

で
あ
っ
た
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

南
波
剣
司

修
行
僧
紹
介

身
を
置
い
て
作
業
で
き
る
こ
と
に
、

楽
し
み
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
宝
慶
寺
の
境
内
に
は
山
菜

が
多
く
自
生
し
て
い
ま
す
。
学
生
時

代
、
師
匠
に
山
菜
採
り
に
つ
れ
て
行

っ
て
も
ら
っ
た
経
験
か
ら
、
山
菜
の

こ
と
は
そ
こ
そ
こ
分
か
る
つ
も
り
で

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
宝
慶
寺
の
お

檀
家
さ
ん
方
は
さ
ら
に
詳
し
く
、
私

の
足
元
に
は
、
も
っ
と
沢
山
の
食
べ

ら
れ
る
草
花
が
生
え
て
い
る
事
を
学

び
ま
し
た
。
今
で
は
、
こ
の
知
識
を

使
っ
て
、
食
卓
を
彩
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
最

近
は
季
節
の
も
の
を
美
味
し
く
頂
く

こ
と
を
通
し
て
、
命
を
感
じ
、
身
体

を
活
か
す
薬
と
し
て
「
食
」
と
い
う

も
の
を
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

気
が
し
ま
す
。

　
こ
の
宝
慶
寺
で
の
学
び
や
気
付
き

を
、
こ
れ
か
ら
の
僧
侶
と
し
て
の
人

生
に
活
か
せ
る
よ
う
、
一
日
一
日
を

大
切
に
、
辨
道
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

中
島
和
京

の
感
情
が
込
み
上
げ
て
き
ま
す
。
始

め
は
、「
足
が
痛
い
。
坐
っ
て
い
る
の

が
辛
い
。」
な
ど
、
坐
禅
が
苦
手
な
私

に
と
っ
て
は
、
こ
の
言
葉
し
か
思
い

浮
か
び
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
が
今
で
は
「
ひ
た
す
ら
に
坐
る

事
に
よ
っ
て
自
分
を
深
く
見
つ
め
直

せ
る
良
い
ご
縁
を
頂
い
た
な
」
と
感

謝
の
気
持
ち
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
坐

禅
は
、
私
自
身
を
こ
れ
か
ら
も
大
き

く
成
長
さ
せ
て
頂
け
る
と
て
も
大
切

な
行
持
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
寂
円
禅
師
様
の
教
え
が
今
も
残
さ

れ
て
い
る
宝
慶
寺
で
修
行
が
出
来
る

事
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
精
進
し

て
参
り
ま
す
。

佐
藤
大
起

(

天
元)



　

　

　

　

　

　

十
二
日
　
長
野
　
大
輪
寺
様
（
四
名
）

　
　
　
　
坐
禅
会

十
三
日
　
総
代
会

十
六
日
　
托
鉢
（
美
川
町
、
月
美
町
）

十
七
日
　
托
鉢
（
篠
座
、
新
庄
）

十
八
日
　
托
鉢
（
上
志
比
）

二
十
日
　
月
例
摂
心

二
十
三
日
　
托
鉢

　
　
　
　
　
　（
明
倫
町
、
日
吉
町
）

二
十
四
日
　
托
鉢
（
庄
林
、
中
野
）

三
十
一
日
　
托
鉢
（
元
町
、
大
和
町
）

【
八
月
】

三
日
　
　
月
例
摂
心

三
日
　
　
棚
経（
大
野
市
）（
～
五
日
）

七
日
　
　
棚
経
（
福
井
市
）

八
日
　
　
奉
賛
会
役
員
会

二
十
一
日
　
托
鉢
（
永
平
寺
町
）

二
十
二
日
　
月
例
摂
心

二
十
七
日
　
料
理
教
室
第
八
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
四
名
）

二
十
八
日
　
托
鉢
（
陽
明
町
、
中
挾
）

二
十
九
日
　
大
本
山
永
平
寺
別
院
長

　
　
　
谷
寺
様
（
二
十
一
名
）
参
拝

三
十
日
　
五
十
五
世
墓
石
開
眼
・
納
骨

三
十
一
日
　
月
例
摂
心

【
九
月
】

三
日
　
托
鉢
（
木
本
、
榎
）

四
日
　
托
鉢
（
篠
座
、
右
近
次
郎
）

【
四
月
】

菓
子
　
　
山
口
県
　
　
光
善
寺
様

食
品
　
　
滋
賀
県
　
　
正
傳
寺
様

食
品
　
　
北
海
道
　
　
潜
龍
寺
様

菓
子
　
　
福
井
県
　
　
徳
巖
寺
様

野
菜
　
　
福
井
県
　
　
岡
田
一
則
様
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五
十
五
世
様
の
葬
儀
に
携
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
山
で
は
五

十
七
年
ぶ
り
の
こ
と
で
勝
手
が
わ
か

ら
ず
、
右
往
左
往
し
ま
し
た
が
、
多

く
の
方
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
無
事
に

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
も
御
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
へ
の

感
謝
を
胸
に
精
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

菓
子
　
　
奈
良
県
　
　
林
　
清
雄
様

菓
子
　
　
島
根
県
　
　
龍
雲
寺
様

食
品
　
　
神
奈
川
県
　
秋
月
院
様

う
ど
ん
　
福
井
県
　
　
谷
口
敏
子
様

【
五
月
】

食
品
　
　
兵
庫
県
　
　
泰
蔵
寺
様

菓
子
　
　
神
奈
川
県
　
報
恩
寺
様

食
品
　
　
愛
知
県
　
　
寳
珠
寺
様

み
そ
　
　
福
井
県
　
　
田
中
知
祥
様

食
品
　
　
埼
玉
県
　
　
槇
島
郁
代
様

【
六
月
】

食
品
　
　
神
奈
川
県
　
内
山
　
誠
様

食
品
　
　
秋
田
県
　
　
福
昌
寺
様

食
品
　
　
愛
媛
県
　
　
城
慶
寺
様

果
物
　
　
静
岡
県
　
　
閑
田
院
様

食
品
　
　
福
井
県
　
　
観
月
寺
様

菓
子
　
　
福
井
県
　
　
徳
巖
寺
様

食
品
　
　
大
阪
府
　
　
珊
瑚
寺
様

食
品
　
　
長
野
県
　
　
頼
岳
寺
様

う
ど
ん
　
神
奈
川
県
　
秀
　
俊
明
様

食
品
　
　
埼
玉
県
　
　
槇
島
直
美
様

飲
物
　
　
福
井
県
　
　
野
田
辰
範
様

菓
子
　
　
東
京
都
　
　
永
見
寺
様

食
品
　
　
長
野
県
　
　
栽
松
院
様

野
菜
　
　
福
井
県
　
　
山
口
利
市
様

果
物
　
　
山
形
県
　
　
萬
徳
寺
様

雑
巾
　
　
北
海
道
　
　
中
央
院
様

菓
子
　
　
福
井
県

　
　
　
　
　
上
庄
こ
ど
も
園
様

果
物
　
　
宮
城
県
　
　
皆
伝
寺
様

【
七
月
】

野
菜
　
　
福
井
県
　
　
山
腰
幸
弘
様

う
ど
ん
　
千
葉
県
　
　
健
康
塾
様

野
菜
　
　
福
井
県
　
　
山
本
重
徳
様

飲
物
　
　
岐
阜
県
　
　
野
原
　
昭
様

野
菜
　
　
福
井
県
　
　
谷
口
正
浩
様

飲
物
　
　
東
京
都
　
　
龍
泉
寺
様

飲
物
　
　
埼
玉
県
　
　
槇
島
幸
雄
様

そ
ば
　
　
福
井
県
　
　
大
関
様

飲
物
　
　
京
都
府
　
　
龍
献
寺
様

野
菜
　
　
福
井
県
　
　
齋
藤
き
く
の
様

食
品
　
　
群
馬
県
　
　
應
永
寺
様

野
菜
　
　
福
井
県
　
　
伊
藤
武
夫
様

素
麺
　
　
福
島
県
　
　
雲
雀
市
雄
様

う
ど
ん
　
長
野
県
　
　
徳
應
院
様

野
菜
　
　
福
井
県
　
　
伊
藤
清
晴
様

米
　
　
　
福
井
県
　
　
安
川
様

梅
　
　
　
茨
城
県
　
　
南
波
三
千
代
様

野
菜
　
　
福
井
県
　
　
小
島
様

【
八
月
】

野
菜
　
　
福
井
県
　
　
前
田
守
博
様

食
品
　
　
福
島
県
　
　
佐
藤
智
宏
様

食
品
　
　
兵
庫
県
　
　
織
田
宏
介
様

果
物
　
　
福
井
県
　
　
土
井
様

野
菜
　
　
福
井
県
　
　
長
谷
川
忍
様

果
物
　
　
埼
玉
県
　
　
常
徳
院
様

野
菜
　
　
福
井
県
　
　
伊
藤
春
彦
様

米
　
　
　
福
井
県
　
　
福
田
能
久
様

野
菜
　
　
宮
城
県
　
　
皆
伝
寺
様

米
　
　
　
福
井
県
　
　
小
林
重
俊
様

米
　
　
　
福
島
県
　
　
高
林
寺
様

山
内
日
鑑
よ
り

添
　
菜

【
六
月
】

四
日
　
　
愛
知
県
　
川
口
　
英
様

　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
名
）
参
拝

十
二
日
　
五
十
五
世
本
葬
会
議

十
三
日
　
五
十
五
世
逮
夜

十
四
日
　
五
十
五
世
本
葬
儀

十
六
日
　
銀
杏
峰
拝
登

二
十
日
　
月
例
摂
心

二
十
五
日
　
托
鉢
（
篠
座
、
春
日
）

二
十
八
日
　
月
例
摂
心

三
十
日
　
　
上
庄
こ
ど
も
園
様

　
　
　
　
　
（
二
十
名
）
坐
禅
体
験

【
七
月
】

一
日
　
　
盂
蘭
盆
施
食
（
～
十
五
日
）

九
日
　
　
料
理
教
室
第
七
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
十
四
名
）

十
日
　
　
月
例
摂
心

【
五
月
】

三
日
　
　
托
鉢
（
永
平
寺
町
）

四
日
　
　
托
鉢
（
中
野
、
水
落
町
）

五
日
　
　
托
鉢
（
上
舌
、
下
舌
）

七
日
　
　
托
鉢
（
木
本
、
榎
）

十
一
日
　
釈
迦
三
十
二
禅
刹
め
ぐ
り

　
　
　
　
ツ
ア
ー
（
十
七
名
）
参
拝

十
二
日
　
奉
賛
会
役
員
会

十
四
日
　
料
理
教
室
第
六
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
十
三
名
）

二
十
一
日
　
托
鉢
（
上
据
、
下
郷
）

二
十
五
日
　
五
十
五
世
本
葬
会
議

三
十
日
　
愛
知
県
　
泉
増
院
様

　
　
　
　
　
　
（
二
十
一
名
）
参
拝

謹啓　初秋の候、皆様にはご健勝にてお過ごしの事と
お慶び申し上げます。
今年の開山忌を下記の日程にて行います。
また、宝慶寺奉賛会総会を開山忌に合わせて開催させ
ていただきます。
御多忙中と存じますが、ご参加くださいますようご案
内申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具

開山忌・奉賛会総会の御案内

奉賛会総会　　　　　
13:00　総会　　　
13:30　特別講演
　　　 永平寺　布教師

開山忌　　　　　　　　
９:00　施主供養　　　
　　　 開山忌正当諷経
　　　 山門大施食
　　　 寂円観音様開眼諷経
　　　 昼  食

10月12日
（水）

開山忌　　　　　　　
15:00　開山忌逮夜諷経

10月11日
（火）


